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【問い合わせ先】 総務課　☎68－3111

もしもの備え、つなげる明日 救援体制が整うまで、自力で乗り切るために
必要なものを準備しておきましょう。

＜貴重品＞
印鑑、預金通帳、保険証・免許証(コピー)、現
金(公衆電話をかける10円硬貨も)など

＜非常食品＞
缶詰、乾パン、ビスケット、チョコレート、ミネ
ラルウォーターなど(火を通さなくても食べら
れるもの)

＜道具＞
缶切り、栓抜き、ナイフ、はさみ、割り箸、使い
捨て食器、ロープ、ビニール袋、ブルーシー
ト、メモとペンなど

＜照明用具＞
懐中電灯・ヘッドランプ（1人に1個）、予備電
池、ろうそく、ライターなど

＜水＞
飲料水は、1人1日３ℓが目安。
日頃からこまめに取替が大切。生活用水は、
浴槽や洗濯機などに貯めておく。

＜救急・衛生用品＞
消毒液・傷薬、目薬、胃腸薬、鎮痛剤・解熱
剤、ばんそうこう、包帯、さらし、ティッシュ
ペーパー、生理用品、常用薬、携帯トイレなど

＜衣類＞
下着類、セーター、ジャンパー、タオル、防災
ずきん、軍手、布シーツ(オムツ、カーテンが
わりに)など

非常持出品

＜食料品＞
米、アルファ米、レトルトパック食品、カップ
麺、梅干し、調味料、菓子類など

＜燃料＞
卓上コンロ（予備のガスボンベ）、固形燃料

備蓄品

　地震の多い日本では、平成7年の阪神淡路大震災をはじめとし、平成12年には鳥
取西部地震が、そして、平成23年3月11日には東日本大震災が発生し、その都度甚
大な被害を被っています。
　「まさかは突然やってくる」と言いますが、つい最近でも伊予灘を震源とする地震
が発生し、伯耆町では震度3を観測しました。
　いざという時どう対処すればよいのか。行動、心構えを考えてみたいと思います。

知っておきたい
知識と情報

②火が出たら、まずは消火する !
「小さな火でも、大きな災害を生む」ため、小さな地震
でも火を消す習慣をつけておく。災害後、避難のため
家を空ける場合は、ブレーカーを落としておく。

④あわてて外に飛び出さない !
むやみに外に飛び出すのは危険。周囲の状況をよく確
かめてから、落ち着いて行動する。

⑧避難は徒歩で、持ち物は最小限で !
自動車を使うと、渋滞を引き起こし、消火・救援・救
護活動の妨げになることがある。

⑩慌てず、騒がず、落ち着いた行動をとる。
災害時は、デマなどに惑わされやすくなりがち。防災行政
無線や報道機関、消防・警察などからの情報に注意する。

⑥大型店では係員の指示に従う。
大勢の人が集まる所での災害は、パニックを引き起こし
がち。勝手に判断せず、係員の指示に従い、冷静に行
動する。

① 我が身と家族の安全を守る !
大きな地震の揺れが起きたら、1分以上、丈夫なテーブ
ルや机の下に身を隠し、頭を保護するようにする。

③戸や窓を開けて出口を確保する !
避難のための出口確保は重要。できれば 2ヶ所以上確
保しておく。

⑦がけ崩れ、津波に注意する !
がけ崩れが発生しそうな地域や海岸からは、すばやく
避難する。

⑨自動車は「左」に寄せて停車する。
カーラジオの情報に注意しながら行動する。停車する場
合は、左に寄せる。規制区域では運転しない。

⑤狭い路地や塀際、がけ、川には近づかない !
屋外では、ブロック塀が倒れたり、窓ガラスや看板など
が落ちてくる可能性が高い。頭を保護しながら、安全
な建物もしくは広場へ避難する。

地震時の心得 10ケ条
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　伯耆町の女性消防団員は、平成 20年 4月から活動を始めました。
　主な活動内容は、消防団が行う主要行事への参加、防災に関する広報・啓発活動、火災予防や火災時
の後方支援、救急救命講習などです。
　女性ならではのきめ細やかさを生かして、地域に密着した消防団活動を実施しています。

女性消防団員
～伯耆町女性消防チーム～

平成 25年の主な活動

避難所での非常食準備避難所での非常食準備

規律訓練規律訓練

非常呼集訓練時の誘導非常呼集訓練時の誘導

【入団資格】
18歳以上で、伯耆町内に居住又は勤務している方
【申込み先】
総務課　☎68-3111　Eメール：info@houki-town.jp地域の防災に、あなたのチカラをかしてください！

女性団員募集中！
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  １月　消防出初式
  ２月　新入団員規律訓練
  ３月　非常呼集訓練
  ４月　火災予防啓発パレード　
  ５月　鳥取県水防訓練・山林火災予防
  ９月　伯耆町防災の日（避難訓練）
11月　非常呼集訓練

平成 26年の
女性消防団員の主な活動（予定）

出初式出初式


